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【おしらせ】

昭和40年度版の市勢要覧がで

きました。各世帯に 1部づっ配

付いたしますので、ご利用をお

願いします。なお、お気ずきの

ことがありま したら、総務課広

報係へご連絡ください。
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O 

で
」
二
九
宅
、
こ
こ
て
く
.た
さ
い

f 

i 

とくにお母さんがたにお願いします。子

供さんがたに十分道の通りかたを教えて

あげてください。また運転手のかたにも

お願いします。小さな子供達を見たら必

ず徐行するようにじたら、事故はずいぶ

ん減るのではないでしょうか。

4月に入り、新学期も始まりました口

新らしいランドセノレを背負ったかわいい

一年生が道を通っています。こんな小さ

な子供が交通事故にでもあったらこの子

自身、また一家中どんな悲しい気持で生

活しなければならないことでしょう。
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か
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が
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居

先

一

一

に

た

く

さ

ん

並

ら

一

一

ぷ

よ

う

に

な

り

ま

一

一

し

た
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い

ち

ご

は

一

一

生

食

が

い

ち

ば

ん

一

一
お
い

L
く
、
栄
養
価
も
高
く
一

一
う
す
い
塩
水
で
洗
っ
て
、
へ
一

一
タ
の
部
分
を
取
り
、
形
の
ま
一

一
ま
生
ク
リ
ー
ム
を
添
え
て
食
一

一
べ
る
の
が

い
ち
ば
ん
で
す
。

一

一

時
に
は
う
ら
ご
し
に
か
け
て
一

一
牛
乳
、
さ
と
う
、
洋
酒
な
ど
一

一
を
加
え
て
ジ
ュ
ー
ス
に
す
Q

一

一

の
も
お
い

し
い
も
の
で
す
。

-

一

子
ま
た
陽
春
の
香
り
の
一
つ
一

一
に
ふ
き
が
あ
り
ま
す
o

葉
を
一

一
捨
て
て
し
ま
わ
ず
に
一
晩
水
一

一
に
つ
け
て
あ
く
を
ぬ
き
、

し

一

一
;
う
ゆ
で
一
度
煮
て
、
こ
の
干

一
し
よ
う
ゆ
を
捨
て
、

も
う

一一

一
度
し
よ
う
ゆ
で
煮
る
と
お

い

一

一
じ
い
キ
ャ
ラ
ブ
キ
が
で
き
ま
一

一
す
。
茎
は
じ
ゅ
う
そ
う
を
ほ
-

一
ん

の
少
1

ノ
入
れ
た
熱
湯
で
ゆ
一

一
寸
、
つ
め
た

い
水
で
冷
や
し
一

一
て
皮
を
む
く
と
手
も
よ
ご
れ
一

一
ず
、
き
れ
い
に
む
け
て
あ
く

一

一
ぺ
ょ
く
上
れ
]
寸
一

一
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昭

和

四

十

年
度

の

最

終
市
議

会

で

、

大

村

市

長

は

、

昭

和

四

十

一
年

度

の

お

も

な

施
策

の
あ
ら

ま

し

を
説
明
し
、

H

市

民

み

な

さ

ん
の

ご

批
判

と
ご
協

力

を

お
願
い
し
ま
す
。

H

と
述
べ
ま
し
た
。

そ

の
施

政

方

針
の

あ

ら

ま

し

は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

事

業

別

の
説
明

は

次
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

(2) 

市長施政方針を説明

大
村
市
は
、
昭
和

十
七
年
市
制
を
施
行

し
、
予
算
年
度
で

い

え
ば
本
年
は
満
二
十

五
周
年
を
迎
え
ま
、
ず。

こ
の

間
、
本
市
の
目
標
と
し
て
の

H

軍
部
か
九
近
代
的
産
業
都

市
づ
く
り
H

の
基
礎
を
つ
く

る
た
め
、
工
場
誘
致
、
住
宅

建
設
、
教
育
施
設
を
始
め
、

い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
の
整

備
拡
充
を
計
画
施
行
し
、
更

に
広
域
的
な
観
念

に
基
づ
く

交
通
網
の
整
備
強
化
な
ど
十

万
都
市
さ
つ
く
り
へ
の
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
。

市

民

会

館

が

完

成

市
民
会
館
は
昭
和
四
十
一

年
度
に
完
成
し
、
昭
和
四
十

二
年
度
に

は
、
文
化
施
設
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
市
民

の
つ
ど

い
の
場
と
し
て
、
ま

た
教
養
の
殿
堂
の
場
で
も
あ

る
市
民
会
館
が
新
し
く
発
足

し
ま
す
。

十
万
都
市
建
設
に
努
力

一
方
、
わ
が
国
の
経
済
事

情
は
地
方
と
中
央
と
の
地
域

格
差
が
大
き
く
な
る
傾
向
が

格
差
是
正

の
施
策
も
そ
の
効

果
が
薄
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
大
村
市
は
、
こ

の
よ
う
な

状
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

万
都
市
建
設
を
目
標
に
、

今

後
も
一

層
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

が
通
過
制
定
さ
れ
、
今
年
度

は
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ

て
い
ま
す
。
従
っ

て

本
年
度
の
大
村
市
の
運
動
は

こ
の
九
州
横
断
自
動
車
道
が

一
日
も
早
く
着
工
さ
れ
る
よ

う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
鉄
嬉
野
新
線
を

強
力
に
促
進

ま
た
、

こ
の
道
路
と
と
も

に、

大
村
市
の
地
位
を
高
め

る
基
幹
事
業
と
し
て
、
肥
前

山
口
か
ら
武
雄
市
を
経
て、

一一一……
…
市
民
会
館
完
成
む
…
努
方

一一
…
一一一一……
一

同炉
嬉
野
線

強
く
な
り
、
地
方
の
中
小
都

市
は
年

々
人
口
が
減
少
し
、

行
政
上、

財
政
上
の
欠
か
ん

は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
り

つ

つ
あ
り
、
住
民
の
生
活
や、

福
祉
の
向
上
は
容
易
な
ら
ざ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

特
に
大
村
市
は
地
理
的
な
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
政
府
の
行
な
っ

て
い
る

， J 
J 

I 

‘・

• 
Jr
横
断
道
も

こ
吟
た
め
に
は
、
地
理
的

条
件
を
改
善
す
る
こ
と
が
基

本
的
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
，

今
ま
で
も
九
州
横
断
自
動
車

道
の
新
設
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
五

月
第
四
十
八
国
会
で
建
設
法

大
村
市
を
結
ぶ
国
鉄
嬉
野
新

線
の
建
設
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
間
題
に
つ

い
て
も
、
一
昨

年
来
関
係
市
町
で
建
設
促
進

の
期
成
会
を
結
成
し
、

関
係

方
面
に
強
力
な
運
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標

と
し
て
は
、
今
国
会

に
鉄
道

敷
設
法
の

一
部
改
正
を
提
案

通
過
さ
せ
、
ま
ず
建
設
予
定

『、

線
と
し
て
認
め
て
も
ら
い
、

更
に
調
査
線
へ
の
昇
格
を
計

画
努
力
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
将
来
の
大
村

市
は
、
中
心
都
市
へ
の
距
離

は
極
め
て
短
縮
さ
れ
る
明
る
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い
見
通
し
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
基
盤
と
し
た
そ
の
他
の
施

策
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
計
画

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
の
具
体
的
な
計
画
と
し
て

本
年
度
ぜ
ひ
完
成
し
た
い
こ

と
は
、
用
途
地
域
の
指
定
、

市
内
道
路
網
の
再
検
討
と
、

大
村
湾
周
辺
の
整
備
計
画
で

三一=畠T=一=・・'=一=&曹三

ZA----一--a，==-孟・2=

口
口
口

駅
前
ア
パ
ー
ト
併
設
庖
舗
入
居
者
を
募
集

口
口
口

駅
前
ア
パ

ー
ト
併
設
居
舗

の
七
号
の
入
居
者
を
つ
ぎ
の

要
領
で
公
募
し
ま
す
。

使

用

料

一

カ
月
六
千
円

保

証

金

使

用

料
の
五
カ
月

分

広

さ

約
三
十
平
方
メ
!

ト
ル

入
居
者
資
格

川
住
宅
入
居
者
等
に
悪
影
響

を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

い
事
業
を
行
な
う
も
の
で

独
立
し
て
事
業
経
営
の
能

力
を
有
す
る
者

制
使
用
料
、
保
証
金
を
納
入

す
る
能
力
を
有
す
る
者

公
募
期
間

'
四
月
十
四
日
か

ら
二
十
日
ま
で

申
込

所
要
事
項
お
よ
び
書

類
を
添
え
て
建
築
課
に
申

あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
関

連
し
て
市
内
の
産
業
を
振
興

さ
せ
、

市
民
の
所
得
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
企
業
の
誘

致
に
も

一
段
と
力
を
入
れ
な

， 

i 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め

に
は
、
ま
ず
大
村
市
の

特
性
を
具
体
的
に
解
明
し
、

い
か
な
る
企
業
が
誘
致
さ
れ

た
場
合
も
そ
の
成
果
が
十
分

zzh'T==z-z=r--z=razz--az=---Tz-

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お、

く
わ
し
い

こ
と
は
建

築
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

1
1

交
通
制
限

電
話
地
下
線
工
事
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
制
限

(
片
側
交
通
)
を
行
な
い

ま
す
。

期
間

四
月
六
日
よ
り

四
月
十
五
日
ま
で

市
道
日
焼
摺
出
石

市
道
今
村
内
倉
線

場
所

口口口
百日咳・ジフテリアの予防接種

口口口
百 日咳 ・ジフテリア(混合)の予

防接種 を次のとおり行ないますo

[>該当児

第 1期のもの=生後 3カ月から

12カ月のもの、及びまだ、第 1期
の接種を終了していないもの。

第 2期のものニ第 1期の 3回接

種を終了してから12カ月'"18カ月

を経過したもの。

[>接種要領

第 1期=4週間おき 3回接種す

る。

第 2期=1回だけ接種する。

料金=無料。なお、 母子手帳を持

参の こと。

実施日程

(3) 

日

I 3回目
所場

ー

春
季
慰
霊
祭
1

1

場
所
長
崎
市
城
山
町

県
護
国
神
社

四
月
二
十
二
日

午
前
十
時
半
よ
り

日

時

あ
が
る
よ
う
に
十
分
検
討
し

得
る
よ
う
に
資
料
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
統
計
資
料
の
整
備
、

分
析
を
行
な
い
、
有
識
者

の 4 

意
見
を
闇
き
、
ま
た
話
し
あ

う
機
会
を
作
る
よ
う
に
計
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け

で
す
。

× 

× 
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届
出
期
日

4
月
初
日

四
月

一
日
号
に
H

三
城

公
園
H

と
あ
る
の
は
H

忠

霊
搭
敷
地
H

の
こ
と
で
す

口
口
巴

無
縁
墓
地
の
改
葬

口
口
口

墓
地
名

広
島
市
井
口
町

井
口
墓
地

届
出
先
広
島
市
役
所
衛
生

局
衛
生
課



昭和41年度の犬の登録 と第 1回目の狂犬病

の予防注射をつぎのとおり行ないますので、

必ず登録を受け注射をするようにしましょう

この日程が終った後は、未登録、未注射の犬 i

は捕獲されます。

じ>対象となる犬 生後91日以上の犬

じ>料金 登録手数料 1頭につき300円

注射手数料 1頭につき180円

なお、犬はくさりか丈夫なひもで引いてき

てくださ い。

b自宅呈

|実施月日 |実 施 場 所 |実施時間 |

4・;9 1 黒木停留所 10.0O----10.30 !
。1; 1 黒 木小 学 校 1 11.00-11.30 ; 

。 |萱瀬出張所 j 13.0ト 14.30
|宮代停留所 I14.40"'15.00 I 
|農協第一 支所 I15.20"'16.00 
竹松出張所 9.30"'16.00 ! 

福 重 1/ I 9.30"'1'5.00 I 
野岳湖 停留所 9.30'"10.00 1 

東光寺公民舘 1 10.30-11.00 
が |武留路 11 I 11.30-12・00 i 

松原出張所 I 13.30----15.30 
1 11 . 25 !大村保健所 9.30"'15・00
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れ(多 己半斗~'~
て今く
久のの 小

原御乙 ψ 
の総名

J千 南 北たる海つの は 今堀問し の 居る福そ 里 2
-五に西古 。岸てー田は池、た時 城 ま重れに;
百 向に井 城でい 面畑東、河のので での以ぁ ;
坪つ 向戸跡 あるので 南 皇宍が家あ 約好 来 る:
で てか が につがみ埋及氏小二老つ五武十久 2

あは た、がつひ 号 格 た 百 城 五 原 7
で船るた 、 り当 と 居 丘て北 そと 。年 を 代 城 ミ

。 溺 追時も城続お 西 あ 津 し大 間築純にミ
広 子 手 掘い当きり竺党五 望て村 藩い争 入;
さ 門 門 ら わ 時 と北 ニ 場 守上入主て公つ:
はははれれはな東面 、久陸郡 の 移がた i

り大村市政だよ昭和お年4月22白第三種郵便物認可昭和41年4月10日
(4) 

口
口
口
犬
に
は
日
開
と
登
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を

口
口

口
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r
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人

り

る

と

あ

道

つ

れ

o

あ

横

路

ま

横

て

百

ぼ

い

道

の

車

寄

け

ん

去

の

は

道

い

て

し

、

の

て

歩

別

は

に

な

せ

航

道

で

、
て

つ

断

列

、

い

、

区

で

端

し

ま

η
歩

ろ

た

つ

よ

横

葬

旗

引

は

の

路

則

一丁

り

立

断

こ

ま

な
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を

新

は
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断

は

行楽シーズンの

火災予防
行楽観光νーズシに入、りました

まちも)野も山もハイキングや観

光客でい っぱいです。このよ うな

とき、ちょっと した不注意から大

きな火災が起ります。郡馬県水上

温泉での戦後最大の死傷者を出し

た旅館火災、和歌山県白浜温泉の

大火などがそれです。

都会といわず地方といわず、ま

だまだ木造家屋が多く てマッチ一

本でさ っと燃えひろがる危険性を

持っています。 H なにがなんでも

火の用心"、家族全員、 近所同志

が注意しあう ことがまず第一でし

ょう。ピ クニックや遠足、山登り

のときにはタパゴの火、マッチに

十分注意しまし ょうっ 山火事の原

因はこんなとこ ろにあ るのですか

ら…………っ

. . ~) 


